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レーザー冷却原子を用いた精密分光、量子情報処理や原子干渉計などの研究には、

近赤外域から可視域までの様々な波長で安定化されたレーザーが複数台必要である。 

そのため、高精度で安定な光周波数基準が必要となる。しかし、原子の共鳴線を用い

た方法では、微弱な遷移にレーザーを安定化する事は困難となる。また、光共振器を

用いた方法では周波数確度やドリフト等が問題となる。そこで我々は、光周波数コム

を用いた広帯域な絶対周波数基準光源の開発を行っている。本発表では、実用的な基

準光源の一例として、単一 87Rb 原子を用いた量子情報処理の研究で必要な 87Rb原子

のリドベルグ励起用基準光源（波長 780 nm, 波長 480 nm）の開発を行う。 

 図１に 87Rb 原子のリドベルグ励起用基準光源の概略図を示す。我々は光周波数コ

ムとして、ビート信号測定やモード次数の決定に利点のある高繰り返し周波数（325 

MHz）Erドープファイバーモードロックレーザーを利用する。このレーザー光を高非

線形ファイバーに透過する事で 1～2 μm 程度までスペクトルを広げる事が出来る。

我々は 2つの PPLN 結晶を用いて、この光源の第 2高調波の 780 nm の光と 480 nm 光

源の基本波である 960 nm の光を発生させ、それぞれの波長の外部共振器型半導体レ

ーザー（ECLD）とのビート信号を観測した。それぞれの ECLD は光周波数コムとオ

フセットロックする事で、87Rb原子のリドベルグ状態へ励起可能な光源となる。発表

では、光周波数コムの安定化を行い 87Rb 原子のリドベルグ状態の絶対周波数測定す

る事で装置の評価を行う予定である。 
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Fig. 1 Schematic of optical frequency standard for Rydberg excitation in 87Rb atoms 
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